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現代ドイツ語は英語やオランダ語に比べると分析的な性格が徹底せず，

文語においては日常語で使われなくなった語法を保っている点がNachteil

だと評される。

しかしながら，一応音韻・語形の体系が整った言語の変化に大きな影響

を与える新造語を生む手段となると， ドイツ語こそ西欧諸言語の中でこれ

を一番豊かに持つものと言われるのも事実である。オランダの英語学者

E. Kruisingaはドイツ語学の領域で Einfuhrungin die deutsche Syntax 

という好著を発表しているが，その巻末でとくにこの問題に触れている。

彼はそこで StefanZweigの Erasmus論の一節を引き， ドイツ語の造語

手段の多様性，その芸術家に対してもつ意義を示す例とした。しかもその

例文を完全に翻訳できるオランダ人は少し大ていはぴったりした翻訳と

いうより単なるパラフレーズに終るだろうと述べている。そもそもオラン

ダ語はドイツ語にもっとも近い同系言語であり，その造語の手段は劣らず

豊富であると思われるのに，言語研究専門のオランダ入学者がドイツ語が

この点で優っているというのであるから，そのまま受け入れることができ

るであろう 3
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ドイツ語の新造語もときには品詞の転用によって行われることがある。

Studenten jazzten， kellnerten…・

これは学生がいわゆるアルバイトをしている姿の叙述である。

しかし，何といっても合成による造語が古くからある方法であり，また

派生も有力な手段である。 ver-による動詞の新造， -ung， -heit， -keitによ

る抽象名詞の生産は止まるところを知らないと言えよう。

そこに生じた語はドイツ語を使う人々の思想傾向や，社会状勢の一端を

うかがわせるものが多いので十分研究者の興味をひくところと思われる。

ところで，いわゆる縮少名調を作る派生辞 -chen! -leinや， 女子を表

わす名詞を作る派生辞 -lllのようなものは，既存の名詞に付加して二次的

な具体名詞を生ずる派生辞であるために記述文法での扱いは簡単である。

たとえば Schulz-Griesbachには次のような記載があるだけである。

-chen，・lein:bilden neutrale Diminutiva aus Nomen:・chenist heute 

die gebraulichere Diminutivform (Umlaut); die Endungen吃 und

-en des Grundwortes fallen meist weg: 

das Kindchen， das Flaschen， das Stadchen， das Zwerglein， das 

Haschen， das Gartchen 

-in: (Plural: innen): bildet feminine Nomen， die Berufe oder das 

Geschlecht bezeichnen; bei Berufsbezeichnungen steht vorher meist 

das Su伍x-er: 

die Lehrerin， die Meisterin， die Munchnerin， die Sekretarin 

die Lowin， die Barin， die Hasin 

Dudenもさらに詳しい説明とは言い切れず， -chen / -leinの地方的な

分布と，・leinが格調高い言語で用いられることに触れている程度である。

Erbenも十分ページをさいて論じてはいない。しかし， -chen!・leinの
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Frauleinと Mannin

撰択が基語の末尾子音によること，話者の故郷によることを記したほか，

全体としての機能に触れている点が特異であろう。

すなわち，縮少派生辞は話者が emotionalな関係に立つ生物・事物に

付加するものであって，単に物理的に小さいものを表わすというより，

zartlich-gu tm u tigな， もしくは drohend-abscha tzigな気持をこめた表現

をとろうとしていると述べている。

また -lnについてはこれを付加しない場合，付加する必要のない場合に

触れ，短い行数でもやはり機能の検討に及んでいる。

TLは現代ドイツ語における造語を記述して，これらの派生辞に触れる場

介，なおζまかく考究すべき点があると思う。

-chen /ーleinの撰択が話者の出身により，長lnは南ドイツを示すという

Erbenの記述は一応の正しさがあるが，南ドイツ (Oberdeutsch)諸方言

の縮少派生辞は・leinそのものでなく，地域によって引1，モ1，-Ie， -Ia， -li 

となることも知られている。これらの人たちが共通文語的な文を書くとき

どの程度に純粋な必m を使うのかは問題であろう。一般には共通文語の

散文では発音の都合による場合をのぞけば，一一Bachlein，Buchleinなど

一一-chenが用いられる。 Schweitzerのように方言的には Oberdeutsch

は属する人も， 文章ではもっぱら -chenによる造語を示しているが， 果

してすべての作家がそうであるかはこれまた一々調査して見る必要があろ

o
 

h

「ノ

韻文で好まれる -Ieinも現代の詩においてどのような扱いを受けている

か， -chenとの数量的な比率にとどまらず，その機能の差異についても考

察する必要があろう。

-lnについてはそれほど問題がないようであるが，それでも Frauとの

合成語に対する関係 (Wascherin:Waschfrau)， 女性の地位向上にとも
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なう ProkssoAのことき新造語の認知などをめぐって考察すべき点があ

る。

(2) 

-chen， -leinを付けた語の中には単なる縮少名詞に止らず， それ自体が

独立の概念を担う語になり切ったものがあることは Madchen，Fraulein， 

Zipperlein， Brotchen， Marchen などの例から明らかである。 だから，

Fraulein に対する愛称としては Fra uleinchen という新しい縮少形さえ

生じ得るのであるが，一方においてはいつ頃から，いかなるいみの独立語

として現われたか，語義の変遷史において扱うことも必要であろう。この

ような点について Luther訳の創世記には問題となる例がある。

すなわち，旧約聖書の創世記には女のつくられた記事が二度にわたって

出て居り，これを現行口語訳によって引用して見ょう。

ご神は自分のかたちに人を創造された。すなわち，神のかたちに創造し，

男と女とに創造された。ミ (1章27節〉

会主なる神は人から取ったあばら骨でひとりの女を造り，人のところへ

連れて来られた。そのとき人は言った。

「これこそ，ついにわたしの骨の骨，

わたしの肉の肉3

男から取ったものだから，

これを女と名づけようJo (2章22-23節〉

これは創世記がいくつかの資料からなりだっためであり，上の記事に即

して言えば， 1章は祭司典 (P)により， 2章はヤハウエ資料(])によっ

ている。両者は編集の年代を異にするのみならず，そこに流れる思想のみ
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Frauleinと恥1:annin

ならず，文体・語必の差が明白に認められる。

祭司典におけるぐ人ミは創造という業のミラミッドの頂点をなすもので

あり，時間的には最後の したがってもっとも重要な一一被造物である。

ただし，そこの男と女は組織的な記述を好む記者が，いわば生物学的な分

類を行ったと評せられる淡々たる表現である。

しかるに，ヤハウエ資料ではいわば創造の中心におかれた人が，これに

ふさわしい助け手として女を与えられたことになって居札 原語ではとis

からとったから iSSaと名づけるとと音の上からも男女両語に関連性を持

たせている。これらの区別は日本語ではとうてい表現できないが， Luther 

は原語のニュアンスをドイツ語の派生辞を用いて巧みに訳し出している 3

祭司典:vnd er schuff sie eyn menlin und frewlin. 

ヤハウエ資料:man wird sie mennin heiszen， darumb das sie vom 

ロlannegenomen 1St. 

祭司典の frewlin，ヤハウェ資料の menn1nはそれぞれ現在の Fraulein，

Manninに当る形であるが，ともに女の訳語として使用され，今日示す意

味とは異っていることに注目すべきである。

すなわち， frewlinは形の上から言えば mhd.の frowelinの音変化し

たものであるが，意味は中世文学においてふつう示されると身分ある人の

息女とではなく， 男と対にして造られた女である。旧約学者 H.Gunk巴l

は創世記注解で alsMannchen und Weibchenと説明して居り， ラテン

語訳 Vulgataをはじめとする諸訳からも原語は生物学的の雄雌ともとれ

る意味があることが察せられるが， Lutherはこれを考慮したものと思わ

れる。 Fraulein そのものは18世紀まで身分ある人の娘を表わすのがふつ

うであったから， Lutherの訳語は語義の歴史において連続を破ったもの

として顧みられなければならないa
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一方 Manninはどうかと言えば，現在では男のような女， Amazoneの

意味に使われており， Luther以前も男との創造の関係を示す語として使

用されることはまずなかったであろう。

しかしヤハウエ資料に記されている iS一issaのなぞりとして大へん都
合よい形であることは， Gunkelの注解書のみならず， Menge訳や Zuri-

cherbib巴lでも現在の意味とは異った Manninが用いられている点で察せ

られよう。

これは他のゲルマン語の翻訳にも見られるのであって創世記では何れも

Manninにあたる形を示している。

そして現代語では何れもドイツ語同様語義が変わり，日常語ではほとん

ど使用されなくなっている。すでに Klugeが説明しているように， Luther 

訳がドイツ語以外のゲルマン語の聖書翻訳にあたって大いに参考されたこ

とを顧みると，この場合にもたしかに影響があったと察せられよう。

オランタ訳:Men zal haar manninne heeten， om-dat zij uit den 

man genomen IS. 

フリシア訳:Dizze sil mannine neamd wurde， hwant fan'e man 

is hja nommen. 

スウェーテ、ン訳:Hon skall heta maninna， ty av man ar hon tagen. 

ノルウエー訳:Hun skal kalles mannine， for av mannen er hun 

tatt. 

さてそれでは次に縮少派生辞と -lnが全体として Luther独語の中でど

のような現れ方をしているのか，次にそれを検討して見ょう。

28 -



Frauleinと乱1:annin

(3) 

縮少派生辞は Lutherの書翰や Tischreden などにたまに -chen系統

のものがあらわれるほかはほとんど・lein系統の形である。これは Mhd_

から17世紀の半ばに至る Schriftsprache に見られる傾向であり，その限

りにおいてはいわば歴史の流れに沿っている。しかし，前節の frewlinで

も分るように代表的な形は重母音化しないーlinである。 Lutherは1519年

頃までは Oberdeutschの長lnを使っていたが，文筆活動が盛になった

1520年頃からはーlinを主とするようになった。 これは古い文語の形によ

ったものとも言えるが， Lutherの出身地である Mitteldentschで行われ

ている形であり，文語での使用が抵抗な〈できたのであろう。

なおはじめのうちは方言的な縮少派生辞 -leを用いることもあったが，

後には (1528年頃からあとは〉これも用いなくなった。

たとえば1522年の初版新約聖書には Kindlein に対するものとして，

kindlinが28回現れ， kindleが1回だけ見られる。 (Luk_18， 15)しかし

後の版ではこれも -linに代えられた。

1522年:Sie brachten auch iunge kindle zu ihm_ 

1546年:Sie brachten auch junge Kindlin zu jm_ 

しかし韻文では， リズムと脚韻との関係から一つの詩の中で長m が何

回も用いられることがある。

たとえばクリスマスの Kinderlied"Vom himel hoch da kom ich her" 

は1535年に発表されたものであるが， -linが7回に対し・leinは3回現れ

ている。

kindlin， kindelin， krippelin， Jhesulin， (2回)， windelin， bettelin一
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kindelein， windelein， wigelein 

次の Strophe における kindelein は4脚を整えるため， その e は

Senkung， -leinは Hebungを保つための形である。

Euch ist ein kindlin heut geborn 

VOl;l einer jungfraw auserkorn， 

Ein kindelein so zart und fein， 

Das sol ewr freund und wonne sein. 

また次の長m は脚韻をそろえるためであろう。

Der sammet und die seiden dein， 

Das ist grob hew und windelein.... 

このように子どもの歌に縮少名詞が出て米るのは当然であろう。ことに

注目すべきは Jesusの縮少形である。これはクリスマスの歌でなければ絶

対に現れない形であるが，そこには新生児たる救世主に対する親しみがあ

ふオもている。

Wes ist das schone kindelin ? 

Es ist das liebe Jhesulin. 

Ach， mein hertzliebes Jhesulin， 

Mach dir ein rein， san妊tbettelin， 

Lutherは若いものたちの教育にイソップ物語りの価値を認め， 自ら14

編を翻案して1530年に発表した。その中には実際に小さいもの，可愛いも
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のがーlinを付けて登場してくる。

その第1編は次のようである。

Vom Han und Perlen 

Ein Han scharret auff der Misten und fand eine kostliche Perlen. 

Als er dieselbigen im Kot so ligen sahe， sprach er: Sihe du feines 

Dinglin， ligstu hie jemerlich: Wenn dich ein Kau任mannfunde， der 

wurde dein fro， und du wurdest zu grossen Ehren komen. Aber du 

bist Mir und Ich dir kein nutze， Ich neme ein区ornlinoder Wurmlin 

und lies eim alle Perlen. Magst bleiben， wie du ligst. 

そのほか Buchlin，Lemlin， Heuslin， Hundlin， Feldmeuslin， Fisschlin 

が認められる。

翻案の前には独自のイソップ論を展開しているが，その一番はじめに

Dis Buch von den Fabeln oder Merlinとある。 Merlinは今日の Marchen

である。その縮少でないもとの語 "mehr“は上述のクリスマスの歌に見

られる。そこではおとづれ，知らせの意味であるが，現在日常に使われる

語ではない。

それはともかく Merlinは新約ルカ伝 (24，11)では

V nd es dauchte sie jre wort eben als werens Merlin. 

とあり，これは原語初ρ0，(=Geschwatz，邦訳と愚かな話ミ〕の訳語と
して用いられている。 ここでは Erbenのいう abschatzig なニュア ンス

が含まれていると言えよう。

聖書では物語り風の記事の占めるスペースも多く，そこには物理的に小

さいものが現われることがあるから縮少名詞もよく出て〈る。それらはか

ならずしも原語の縮少名調の再現とは限らない。
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それらを今日の形で分類して見ると次のようになる J

人間:Kindlein， Knablein， Magdlein， Tochterlein， Mannlein， 

Weiblein， Leutlein. 

動物;Bocklein， Fischlein， Hundlein， Kauzlein， Lammlein， Milch-

lammlein， Schaf!ein， Vogelein. 

植物:Strauchlein. 

天然:Bachlein， Brunnlein， Luftlein， Wasserlein. 

器物:Bettlein， Bundlein， Buchlein， Kettlein， Kruglein， Lichtlein， 

Schifflein， Tafelein 

場所:Hauslein， Kammerlein， Vorhof!ein， W urzgartlein， Mauerlein. 

その他:Brosamlein， Funklein， Hauf!ein， Hautlein Mutlein， Staublein， 

Stucklein， Stundlein Wortlein. 

このうち語形で注目すべきは Magdleinである。これは現在の Madchen

の意味で使われているが，新約初版 (1522)には5回 meydlin として現

われ，マルコ伝 4，14では meydleとなっている。 これは最後の版 (15

46)ではみな Meidlinに統ーされた。

意味の上から特異なのは Leutlein(使徒行伝28，2・4) である。こ

れは1522年の版では leuttlin，46年版では Leutlinとして現われ，むろん

Leuteの縮少形である。原語は Bapsαρoσ であるため， Zuricherbibelで

は一応 dieBarbarenと訳した上，それは理解できぬ言語を話す人々だと

いう注があり， Mengeは diefremdsprachigen Eingeborenenとしている。

しかし前後の関係からマルタ島の住民がパウロ一行になみなみならぬ親切

を示したことが分るので， Lutherが親しみをこめた語として Leuぷiを
択んだと察せられる。
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An den christlichen Adel deutscher Nation の中には einheufHin 

(=Hauflein)fromer Christen leyenという表現がある。これは現実に小集

団を示すとともに著書の愛着・憐偶の情がこめられた縮少名詞ともとれる。

もっとも身近なものーーすなわち妻一ーも縮少形として表わされるが，

V om ehelichen Lebenの meynweyblen Gretenはーlenという形であ

ることと，日記・書簡・物語りといった文体でなく論文の中で用いられた

ことが注目に値する。

同じ単語でも感情が逆の方向に動いて軽蔑の意味で用いられることがあ

る。すなわち，テモテ後書3，6の rUJJα'"αρfα で邦訳にはと愚かな女た

ちミとあるが Lutherはやはり W巴iblin(1546)と訳してし品。

軽蔑の方向の極端な例が hurlein(=Hurlein<Hure)であろう。 1520

年に発表された Vonder Freiheit eines Christenmenschen の12節では

キリストの花嫁にたとえられた人間の現状が貧しし軽蔑すべき性悪の娼

婦 (=dasarm， vorbrachte， bose hurlein)として表わされている。

人物ではなくても，軽視すべき者に属するが故に縮少形となった例もあ

る。

Der Bapst hat ein edlis fundlin. (An den den christlichen Adel) 

さて， 上の聖書における -leinの分類で， 器物に関する頃を見ると，

Bettleinはルカ (5，19・24)にのみあり，ほかは Bettとなっているが，

これは Lutherが原語のニ品アンスを訳し分けた例である。すなわち，

Bettleinはギリシァ語でも dルηの縮少形 ICAeνfOWJJにあてた語である。

これに対し， Schi妊-Schiffleinは nAotOJJ πAoe&pew といった並行

関係を示さず，nAotwが両方の語を示している。

もとの名詞自体が物理的に小さい概念をもっときの縮少形は明らかな強
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調と認められるものである。

aber doch essen die hundlin von den brosamlin. (1522， Matth. 15， 

27) 

少量の程度がきわまれば，価値の低さもきわまる比|稔として使われる。

Siehe， die Inseln sind wie ein Staublein， (Jes. 40， 15) 

stucklin (= Stucklein)のように少量を示す縮少名詞がほとんど不定代

名詞としての働きを示すことがある。

und der Stucklin viel mehr 

unnd haben furwar uns solch stucklin aus Rom bracht. (An 

den christlichen Adel) 

単語のふ〈む概念が視覚的な大いさを持つ具体的な名詞でない場合でも，

物理的な単位によって測定できる場合には，その小さいことを示すために

縮少形にすることがあり得る。上の分類では Stundleinがこれに当るで

あろ う。

これに対してやや抽象的ではあるが，視覚に訴えれば長短が分り，また

聴覚を刺戟すれば時間において経過する Wortのごときものも， さらに

価値の高下も含めて縮少形を示すことがある。

An den christlichen Adelに出て来る dasbl08 schalckhafftig wortlin 

"Bapsts gesind“ は事実において価値の低いことをもふくませた表現で

あろ うし， また同論文にある einwortlin "Commenden“も一つの短い

ラテン語であるというに止らず，その価値が問題にされていることは，そ

れに続 くLutherの説明によっても明らかである。

ことに wortlinの代りに外来語にもとずく gloslin を用いた場合，言

葉の無内容，不真実を表わす軽蔑的な態度が十分読みとれる。
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.. und hat nu also ein gloslin funden， das er in eygener person 

liegen (=lugen)， triegen (= betrugen) und yderman effen (affen) 

und narren mag...... 

これに対して，形そのものは小さくとも最大の内容と，その効果を意識

して Wortleinを使っているのが，有名な詩 "ein'feste Burg “である。

Der Furst dieser welt， 

wie saur er sich stelt， 

thut er uns doch nicht， 

das macht: er ist gericht， 

Ein wりrtleinkan jn fellen. 

この Wortleinは Lutherが絶大な信頼をよせているキリストの発す

る言であることが，前の Stropheから明かである。 Lutherは福音書にお

いてキリストがサタンに対して発した短い，しかも効果的な発言を顧みて

いると察せられる。

このように多岐にわたる縮少接尾辞の使用は，彼の文体が非情の表現に

もとずくものでなく，逆に情感に富むことを示すに十分な例となっている。

(4-) 

次に -lnについて見ると Frankeは以下の語例をあげている。

*blindin (= blinde Frau)， breckin (=weiblich巴rBracke)， gesellin， 

ネgleubiginne，harrerynne， Lesterinne，恥1ennin，*Nehestin， seugerin. 

-Inによる女性名詞の造語は Lutherとその時代の人々の方が現在より
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さかんであると述べている。上例でホをつけた語は現在では純然たる形容

調変化ですませているものである。

語例に関しては， Frankeが Alphabet順に並べたところに尽きるもの

でなし聖書の中でも次のような語がある。

Buhlerin， Dienerin， Ehebrecherin， Einwohnerin， Enkelin， Eselin， 

Feindin， Freundin， Furstin， Gehilfin， Gespielin， Herrin， Huterin， 

Judin， Jungerin， Kanaanitin， Karmelitin， Kriegerin， Konigin， Last巴-

rin， Turhuterin， Mannin， Mannermorderin， Nachbarin， Narrin， Pre-

digerin， Prophetin， Purpurkramerin， Richterin， Saugerin， Schwagerin， 

Sunderin， Zauberin 

以上の例からやはり動詞よ り派生した -erに終る男性名詞に もとずく語

が多いことが分る。ただし，聖書の中に基語であるべき男性名調が出てい

ないものもある。すなわち， Mannermorderin (トビト 3，1)のような語

はその意味からして男性形はあり得ないものであるが， Purpurkramerin 

という仕事も特列、であるから，男性形が聖書のほかのところに現われて来

ないのもあやしむには足りない。

Vnd ein gottfurchtig Weib mit namen Lydia eine Purpurkremerin， 

aus der stad der Thyatirer， horte zu .... 

(ところが，テアテラ市の紫布の商人で，神を敬うルデヤという婦人が

聞いていた。一一使徒行伝16，14) 

またロマ書 (13，4)にたった一回でて来る Dienerinは具体的な女性

をさすのでなく， Obrigkeitの比喰として用いられている。

Lasterin， Zauberinは語幹部に -er-の省略があり， もとの男性名詞は

Lasterer， Zaubererである。
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Frauleinと恥1annin

以上のほかに注目すべき語例をあげれば，まずAnden christlichen Adel 

に見られる einespyinnerin und netterynneである。これは形の上か

ら言っても -lnと・ynneがとなりあって見られる点でも引用に値するが，

netterynneはもはや使用されず Naherinに置きかえられ，語史上考察の

対象になる語である。加えて両者はもとになる男性形をまず予想しない。

次には Vomehelichen Lebenに出てくる一連の語である。

Die funfte ist unglawbe， nemlich das ich keyne Turckyn， Judyn 

odder ketzeryn nemen mag. 

これは当時，信仰の正統性が具体的に問題となるときに，かならずひき

あいに出されたトルコ人，ユダヤ人および異端者の女性名詞である。

上に引用した文のすぐあとに男性形がでできている。

Man findt wol Christen， die erger sind ym unglawben ynnewendig 

denn keyn Jude， Heyde odder Turcke odder ketzer. 

-lnによる女性名調化が動物に及んだ例としては Eselin，Hundinが挙

げられる。

vnd balde werdet jr eine Eselin finden angebunden. Cマタイ， 23， 2) 

Ein schwangere Hundin bat mit demutigen Worten einen Hund， das 

er jr wolt sein Heuslin gδnnen…… CEtliche Fabeln aus Esopo) 

(5) 

縮少派生辞， -inによる造語を問題とするとき，語史上 mhd.とLuther-

deutschの中間に位する DerAckermann aus Bohmen も興味ある事実

を示しているといえる。

まず縮少派生辞について見ると，その造語は少なしいずれも重母音化
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を示しーleinである。

eugelein， mundlein， schretlein (=Schratlein: Waldgeist)， Wenglein 

(=Wangl巴in<Wange)

一方ーInによる女性名詞はこの量的に大きいとは言えない作品の中で21

を数えている。そもそも -erを示す男性名詞が数多く，実に52に及んでい

るのであるが， 実はもとになる男性名詞とともに現われる-Inはわづか

に ausrichterin，entwerferin， meisterin， trauren wenderin， wachterinだ

けである。このことはかえって -lnによる造語がはなはだ旺盛であること

を示している。しかも，その大部分が現実の職業をあらわすものでなく比

倫的に用いられている点はきわめて注目に値する。すなわち， 26章におし、

ては死 (tod)は人に向ってあらゆる学問技術が無益であることを主張し

ているが，それらの性質を -lnによる女性名詞をもって言表わしているの

である。

Logica( = Logik)， der warheit und unwarheit fursichtige entscheide-

rln 

Geometria( = Geometorie)， der erden bruferin (=Pruferin)， schetze・

rin und messerin 

Arismetrica (= Arithmetik)， der zale behende ausrichterin 

Artronomia， des gestirnes meisterin 

Musica， des gesanges und der stimme geordente hantreicherin (= 

Gehilfin) 

Geomancia・ー・・・ auferden allerlei frag behende verantworterin (= 

die geschickt巴 Beantworterin vielerlei Fragen) 

Pyromancia， sleunigs und warhaftigs warsagenus veurwurkerin(die 
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Frauleinと Mannin

behende und wahrhaftige wahrsagerin aus dem Feuer 

Y dromancia， in wassers gewurk der zukunftigkeit entwerferin 

Astrologia， mit oberlendischer sachen ursachen irdischer laufes aus・

legerin 

Ciromancia ( = Chiromantie) ， nach der hende und nach des ten巴rs

kreisen hubsche warsagerin 

N igromancia， •••••• der geist gewal tige twingerin ( = der Geis ter ge-

waltige Besorngerin) 

Ornomancia mit birkhene dermen luplerinn ( =aus Auerhennen・

Gedarme Seherin) 

これらの語例によって判断すると作者は高度の教養を身につけた人であ

る。そして自由に作られた女性名詞はラテン語の女性形として示された学

問技術にもとずくものであろうが， Zweigの造語を絶讃したオランダ、入学

者は，これにも必ず眼を見はったことと察せられる。

上例に対し，次の文中の司m は Ackermannが亡妻をしのんで述べた

言である。そこには比喰的な言いまわしも認められるが，具体的な女性を

示していることは事実である。

Fur alles we ( = Weh) und ungemach mein heiLsame erzetin， gotes 

dienerin， meins willen pflegerin， mein leibes auswarterin， meiner 

und irer eren teglich und nechtiglich wachterin was sie unverdrossen. 

そのほか別のところで妻に関し trauerwenderinという表現があり，さ

らに単独で zauberin，martyrerinがあらわれている。
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(6) 

以上縮少派生辞と lnについて Luther，Ackermannを例として考察し

たが，それは単に語法というにとどまらず，その派生語のあらわれる文の

性格，あるいは文体，これらを即興的に用いた作者の意図などを顧みる必

要があることが明らかであろう。

なお Mannin，Frauleinのように語の意義の変遷あるいは語野の問題と

きり離して考えられない派生語も多く存在することは，簡単に見える派生

辞の扱いが事実において複雑であり，体系的ならぬ記述で満足しなければ

ならないことを教えている。

注

(1) E. Kruisinga: Einfuhru昭 indie deutsche Syntax (1935， Groningenー

Batavia) Kap. XX Wortschatz und羽Tortbildung S. 251ー252.

なお P.Priebsch and W. E. Collinson: The German Language (1958， 

Londodn) p.439にも簡単にドイツ語造語法の特色が簡単に記述されている。

この書物の ChapterIII Word-Formation (p. 231-263)ではドイツ語の造語

法が英語と比較して扱われている。

L. R. Palmerは Introductionto modern linguistic (1936， London)の

Chapter IX Language and Thought (p. 178)で， ドイツ語が抽象的な思想

を担う語を作る手段に優れていることを論じている。 "Itis well known that 

the 1巴velof intellectual education among the German people is far higher 

than in England.“と述べ，それが上述の点にあることを主張している。現在

の時点でそれが妥当しているかどうかは別として英国人学者の言としては注目

に値すると言えよう。

ドイツ誇の造語法をオラ γダ語と対比しながら説明しているのは].Van 

Damである。彼はその著 Handbuchder Deutschen Sprache (Groningen， 

1958)の2巻， D. Wortbildungslehre 319-450で非常に詳しく述べている。
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Frauleinと Mannin

ドイツ諮の造語はかならずしもミ賞讃されているミとは限らない。国際的な

Telefonに統一せず、重苦しい Fernsprecherを使うことがヨーロッパ的な性格

を担うドイツ人として得策であるかどうかという批判の声もある。(たとえば

A. MeilIetの Leslangues dans l'europe nouvelle， Payot， Paris 1928の

chapitre XXI De L'emploi des grandes langues de civilisation comme langue 

secondes p. 256-258を参照)

(2) たとえば，ふつうの小鳥は Vagelchenという形を使っている。 (Zwischen

Wasser und Urwald) 

やはり元来は Oberdeutschに育ったR.Schinzingerは共通語の Madchen

に対して日常では Madelを使う方が gemutlichであろうが， Erinnerungに

おいて"Mädelchen “と ~:I_t~ 、ている。 これは文章語では -chenをつける意識

が働いたものであろう。

-chenがーleinを圧して文章語でもっぱら使われるようになったのは17世紀

以後のことである。歴史的文法(たとえば Paulの DeutscheGrammatikの

ような〕では造語論の中でわりあいに詳しく取扱っているが，当然のことなが

らそれだけでは現代語における機能は十分察せられない。

(3) Professorinとして演説したとか， 講義したというような記事が新聞にも時

々出ているが，称号として用いられていないのが現状である。

(4) Franke (Grundzuge der Schriftsprache Luthers II Wortlehre ~ 2)は，

わずかに Engelgen，Canonichen=kleiner Kanon， Tr邑michen=Trammling， 

Kaninchen， Sanichehn， Gefindchen， Hensichen， Lenichen， stubigenを確実な

Belegeとしてあげているだけである。

私の気付いたものに Martinchen(Tischreden 1559)がある。

(5) 私は中部ドイツ語地域の Marburgにおいて小学校を定期的におとづれた経

験があるが， そこの教師は私を Professorchenと呼んだ。 これは愛称であっ

たが，彼らに比し私が小づくりであると判断されたためでもある。
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